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　　　　　　　　　　　はじめに

　森林にはさまざまな物質の 循環系が成立しており， 地力の維

持や生産陵に重要な意味合い を持っ てい る（1勾。 リタ
ー

フ rb一ル

による林地へ の物質還元は ， 林地にとっ て大きな物質供給源で

あり，生態系内の 物質の重要な経路と考え られてい る  。これ

まで国内外で広 くリターフ ォ
ー

ル に関する研究が行われており，

北海道で も天然林を中心 にい くつ か の 研究が 行われて きた

（8，
9
，
1の。 しか し，北海道に広く植栽され ， 広大な面積のあるカ

ラマ ツ（Larix　kuanpjhri　（h π．）人工林における物質循環の研究例は

少ない。今後の 北海道の 森淋管理 を考える上で ， カ ラ マ ツ林 の

物質循環の 研究は重要で ある。

　本研究は，カラマ ヅ林における物質循環の特徴を把握するた

め ， リター
フ ォ

ールに よる有機物 と窒素還元量の把握を目的と

し ， それらの 有機物堆積層入 の堆積量を測定 し
， 他の林分との

比較を行っ た。

　　　　　　　　　　調査地と方法

　翻 ま朸幌市清田区有明に位置する札幌市有林 白旗山都市環

境林にて行っ た。2001年 4月にar年生から58年生まで の林齢，

サイズの 異なる 7林分に pbt　I
〜W の調査区を設定し，

プ ロ ッ ト

内の 樹高 13皿 以上の 全樹 木につ い て ， 樹高，胸高直径を計測 し

た。各調査区 の林分概況を表 1 に示す。

　リター
フ ォ

ー
ルの 調査の ため ， 開口部がO．18m2の リタートラ

ッ プ を調査区に 20個ずつ 設置 した。リターの 回収は 20D1年 6

月から20D2年5月までの 1年間行っ た。リターは通常毎月 1度 ，

落葉の多い 10月と11月は2週間に 1度回収 した。 また20D1年

12月か ら翌年4 月までの積雪期間中の リタ
ー
は
一
括して回収し

た。なお， 粗大 リタr 〔径が 2cm以 上の働は回収しなかっ た 。回

収したリターはカ ラマ ツの 葉 ， 楓 樹皮 とその他に分 別 した。

各試料は70℃で 48時間乾燥させ ，それぞれの乾燥重量を求めたe

表1．調査林分概況

　　　P且ot　　　　　　　I　　　　江　　　　凪　　　　工V　　　　V　　　　V【　　　1孤

また落葉J そ の他の落下物に関 して は採取時期ご とに ， 落枝
・

樹皮に関して は
一

括 して窒素含有率を求め，乾重に掛け合せて

窒素還元量を推定 した。

　また，2001年 11月に謁査区に4 ヵ所設定した5〔km × 5〔k ユの

小区画か ら堆積有嫐 層をL 層とF・H 層に分けて回収 した。試

料はササ 由来 の リター
， 枝の リター

， 葉及び その他の リタ
ーに

分け， リターと同様 に乾燥させて重量 と窒素含有量の 測定を行

ない ，それらを足し合わせて L層とF・H 層の 堆積有機物層の有

機物量，窒素量の 推定を行 っ た。

　各試料の窒素含有率の分析は ， NC ア ナ ライザ L・・
（N（）−IC　OX］，

sua こて行っ た。
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　　　　　　　　　　結果及び考察

1）リター
フ オ

ール：量

　各林分の リターフ ォ
ール の総量， 器官ごとの 内訳を表 2 に示

す。 リタ
ー

フ ォ
ー

ル の 年間量｝S　43〜63　Vha！yrであり，　plot　1で

少ない がそれ 以外 では 6 鋤 r 程 度の値になるとこ ろが多かっ

た。 これは北海道の 天然林の リター量（アカエ ゾマ ツ優占林の

3桝 鋤 r ， ミズ ナラ優占林の 330 鋤 r な ど（491  よ りもかな

り大きく，ウダイ カ ンバ若齢人工 林  に匹敵する。カラマ ヅ人

工 林は北海道にお い て 比較的大きな リター生産量 を有 してい る

とい える。

全 リタ
ーに対 して最も比率が高い のは葉 ffあり， 全体の 55〜

68％を占めた。落葉量は，若齢林で 28 伽 a躰 とやや少な くなっ

てい るが
，
30年生以 降では 3〜4 噛吻r 程度であっ た 。 只衣1D

は 日本の カラマ ツの 葉量につ い て約3．0±1．0仙haとまとめてい る

が ， 今回の落葉量 はカラマ ツ林の平均値を上回る林分が多くな

っ てい た。

　落枝量はID〜 1フ翩 yrで あり，全体の 21〜29％を占めてい た。

落 ドした樹皮は全体量の 1〜3％の 割合に過きない が ， 32〜

183  助 r もの 量となっ た 。 こ れだ けの 落ドがあるの はカラマ

ツの樹皮が剥離 しやすい ためであると考 えられる。

　その他の リターはカラマ ヅ林に侵入 した広葉樹の落葉， 落枝 ，

虫の糞などが多 く含まれた。

2）リターフ ォ
ール の季節変化

各林分の リターフォ
ールの季節変化を表 3に示す 。 落葉は， 5

〜 8 月は少なか っ たが，9月か ら増加した。 10月後半か ら11月
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表 2 ．各調 査 区 の器 官別 年間リタ
ー

フォ
ー

ル 量 （kgtha！yr） 表4・落葉 の 窒 素含有 率 （9hl！9 ；％）
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前半にかけて落葉 量は最も多く，
この 時期に全体の 52〜 73％の

落葉が見られたe この季節変化の パ タ
ーンは各林分で ほぼ同 じ

傾向を示 した e

　枝と樹皮は春か ら秋の間は少なくほ とん どが積雪朗間中に落

下 した。枝は55〜糾％ ，樹皮は43〜61％が 冬季に落下 してい た。

これは積雪が枝，樹皮に付着し ， 雪重の ために落 ドするもの が

多い こ とに よるもの と考 え られ る。 積雪によっ て 冬期間に リタ

ー
フ ォ

ール量が増加するの は
， 多雪地帯の一つ の特徴で あ る と

考えられて い る（≦り。 また積雪期以外の期聞も落枝量は落下量の

差が大きか っ た 。 これは落 ドの要因が風雨などの 物理的影響の

ためであ る と考えられる。

　その他の落 ド物は春と秋に緩やかな ピークが見られた。 春は

虫糞が多く，秋は落葉広葉樹の落葉が多かっ た。 また広葉厨の

落葉はカラマ ヅと比較するとやや時期が 早くなっ てい たe

3）リタ
ー

の 窒素含有率 と窒素還元量

　落葉の窒素含有率の変化を表4に示すe 各林分と も春は約3％

と高く夏 は 2％前匿で推移 し，秋 にな る と05 〜 1．1％まで急に低

下 しており， 季節変化の パ ターンは淋分間で類似 してい た。 カ

ラマ ヅは黄化の前に葉から枝などに窒素が転流する とされて お

り（の，秋季の 窒素含有率の 低下ば この転流に よるものである と

考え られ る。秋季に窒素含有率が急激 に低下す る時期は 9 月か

ら10月にかけてで あり， 10月後半には9月の 半分程度に減少 し

てい る。 こ の時期は落葉量が増hコする時期で ある（表 3）。 この 変

化時期の
一
致は東北地方の カラマ ツ林 における報告ので も同様

で ある。落葉量，落葉内窒素含 有率 が 同調 して急に変化 するこ

とは， カラマ ツが長い着葉期間中に生産を続け，

一
斉に落葉し，

か つ 転流によっ て窒素を効率よ く回収する こ とを示してい ると

考えられ る。

　枝及び樹皮の窒素含有率は 03〜09％と非常に低か っ た。その

他の落 ド物ばおおよそ 1〜3％であっ た。 時期に よっ て 内容物が

異なっ てい るが，秋にや や低下するとい う傾向があっ た。

　要素別 の窒素還 元 量 を表 5 に まとめ た。総量は 52．8〜654

  N畑 yrで ， 北海道の 中では融 、値で ある と考えられる。全 リ

タ
ー

中の 窒素含有率はO．9〜13％であり， 針広混交i林や落葉広葉

樹林などと大きな差はなかっ た。河原（5）は林分による養分還元

量の 違い はおよそ リター
フ ォ

ール 量に支配されるもの としてお

り， 今回の 窒素還元量が大きか っ たの も， リタ
ー

フ ォ
ール量 が

多かっ たこ とに よるもの と考えられる。

4）堆積有機物量

　各林分の堆積有機挧層中の有機物量及び壑素量を表 6に示す。

表 3．リターフォ
ー

ル 量 の 季節変化 ％）
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表5．各調 査林 分 の 窒 素還 元 量 （kg！ha！yr）
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堆積有機物層における有機物量 は1Z7〜27．8thaであ り若齢林の

pl。t工で小 さい が
， その 他の調査プロ ッ トで は林齢に伴うr 定の

変化は見られず，ば らつ きは大 きい ものの COtha程度で あ っ た。

窒素量 は 156〜370  N伽 であり， 有機物量と同じ くplot　lで小

さか っ たが，その 他で は3〔〕0   Nlha前後であっ た。4りllら◎ は

カ ラマ ツ林の堆積有機物量は30年生前後までは林齢に伴 っ て増

加する と報告してい るが ， 今図の 結果では31〜58年生の 問にお

ける増加は認められない 。 今回のカ ラマ ツ林におけ る有機物の

堆積量 は ， 北海道の人工林， 天然林における報a6，　7，gと比較す

る と，前者の 値に近く後者の 値よ りかな り少な くな っ て い る 。

　リターフ ォ
ール 量 ， 堆積有機吻量 ともに 30年生以上の林分で

は大きな差は認め られなかっ た。 これはカラマ ツ人工 林では 30

年程度で ほぼ定常状態にな るこ とを示唆する。

　シマ ランキル らの報告  と比較すると， 札幌市の カラマ ツ人

工 林は， 北海道北部の 針広混交林よりリタ
ー

フ ォ
ール 量が多 く

堆積有機物量が少なかっ た 。 人工 林は施業がな され ており天然

林との比較は難 しい が， カラマ ツ人工 林は針広混交林より物質

循環の回転が速い 可能陛があると考えられた。

　　　　　　　　　　　 まとめ

　本L幌市の カ ラマ ヅ人工 林にて リターフ ォ
ー

ルの謂査を行っ た。

リター量 ， 窒素還元量 ともに ， 北海道における天然林の 報告と

比較すると融 、値を示 した。落葉量はカ ラマ ツ林と しては大き

い と考えられる。落葉時期は 10 月後半か ら 11月前半に ピーク

を迎え， それと時期を同 じくして落葉の 窒素含有率が急激に低

下 して いた。これは樹体内転流が要因で あると考えられる。

　若齢林の plot　1で は落葉量 ， リター
フ ォ

ー
ル 量，堆積有機物量

ともに他の 3D 年生以上の林分と比較すると少な くなっ てい た。

よっ て林冠が閉鎖し，堆積有機物量がほぼ
一
定となるのは 30年

生以降で あると見積もられる 。 こ の 状態はこれまで報告の あっ

た天然林と比較する と物質循環の回転が速 い可能性が ある。

　リターフォ
ール は年によ り激 しく変動するこ とが知 られてお

り， 今後も継続して調査してい く予定で ある。 また同 時に行っ

てい る分解実験のデータ も併せ て 報告する予定として い る。

表6 ．堆 積 有機 物 層 中の 有機物・窒素量

plot　　 有機物畳（t／ha）
　 　 　 LF ＋H 　 total

窒 素量 （tN／ha＞
L　 　 F＋H 　 　total

IH

皿

WV

4，7957

．54
．98
．113
．48
．5

8．OI5
．618
，512
，015
．014
．311
．5

12．725
，126
，016
。923
．127
．820
，0

0．050
．120
，090
．060
，100
，160
．11

0．100
．240
．280
．180
，250
，210
．19

0，160
．360
．370
．240
．340
．370
，30
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